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遥
か
な
る
島
、
テ
ネ
リ
フ
ェ

２
年
に
一
度
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

今
回
は
、
今
年
の
３
月
23
日
か
ら
26
日
ま

で
の
４
日
間
、
ス
ペ
イ
ン
領
カ
ナ
リ
ア
諸

島
の
テ
ネ
リ
フ
ェ
島
で
行
な
わ
れ
た
。

カ
ナ
リ
ア
諸
島
は
北
ア
フ
リ
カ
、
モ
ロ

ッ
コ
西
の
大
西
洋
に
浮
か
ぶ
島
々
。
大
西

洋
の
ハ
ワ
イ
と
も
称
さ
れ
、
欧
州
に
と
っ

て
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
リ
ゾ
ー
ト
地
。
15
世

紀
に
は
ス
ペ
イ
ン
領
と
な
り
、
旧
都
の
ラ

・
ラ
グ
ー
ナ
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
日
本
の
遠
洋
漁
業
基
地
も
あ
る
が
、

昨
今
は
マ
グ
ロ
捕
獲
問
題
な
ど
で
ち
ょ
っ

と
複
雑
と
か
。

テ
ネ
リ
フ
ェ
島
は
、
カ
ナ
リ
ア
諸
島
最

大
の
島
。
島
の
中
央
に
は
富
士
山
と
ほ
ぼ

同
じ
高
さ
の
ス
ペ
イ
ン
の
最
高
峰
、
テ
イ

デ
山（
３
７
１
８
㍍
）が
聳
え
る
。
海
岸
部

は
１
年
を
通
じ
て
20
度
前
後
と
温
暖
な
気

候
。
ま
た
、
２
月
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
有
名

ら
し
く
、
行
き
帰
り
の
機
内
誌
で
は
特
集

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
日
本
か
ら
は
飛
行

機
を
乗
り
継
ぎ
、
途
中
１
泊
し
て
２
日
目

写真１ ホテルからの風景
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広がるセッション（形態・画像）に
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の
午
後
に
よ
う
や
く
到
着
。
や
は
り
、
遠

い
。
仕
事
で
も
な
け
れ
ば
来
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
仕
事
で
は
な
く
来
た
い
島
。

名
を
改
め
た
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、
以
前
はInternational

Perim
etric

Society

の
略
称
で
、
「
国

際
視
野
学
会
」
と
称
し
て
い
た
。
近
畿
大

学
の
松
本
長
太
准
教
授（
現
教
授
）と
日
本

視
野
研
究
会
が
ホ
ス
ト
を
務
め
た
前
回
の

奈
良
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
、
視
覚
に

関
連
し
た
構
造
と
機
能
に
関
す
る
研
究
者

の
幅
広
い
参
加
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｐ

Ｓ
の
略
称
を
残
す
べ
く
、Im

aging
and

P
erim

etry
Society

と
名
称
を
変
更
。

今
回
は
改
称
し
て
の
初
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
な
る
。

前
回
の
奈
良
で
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
多
く
の
日
本
の
先
生
方
に
ご
協
力

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
の
登
録
会
員
数
は
新
規
の
登
録
は

あ
っ
た
も
の
の
、
奈
良
開
催
時
の
１
７
４

人
か
ら
１
５
０
人
と
若
干
減
少
。
日
本
か

ら
は
近
畿
大
学
の
９
人
と
、
山
梨
大
学
か

ら
飯
島
裕
幸
教
授
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学

か
ら
可
児
一
孝
前
教
授
と
丹
沢
慶
一
先
生

が
参
加
。
ほ
か
に
日
本
人
ド
ク
タ
ー
と
し

て
は
英
国
のM

oorfields
E
ye

H
ospital

か
ら
朝
岡
亮
先
生
と
、
留
学
さ
れ
て
い
る

鹿
児
島
大
学
の
山
下
高
明
先
生
が
参
加
さ

れ
て
い
た
。
年
度
末
か
つ
遠
方
で
の
開
催

と
あ
っ
て
、
日
本
か
ら
の
参
加
が
い
つ
も

よ
り
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
形
態
に
関
す
る
セ

ッ
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
た
こ
と
が
、
改
称
後

の
具
体
的
な
変
化
。
新
生
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
認
知

度
は
ま
だ
低
く
、
今
後
は
画
像
関
連
の
演

題
が
増
え
る
の
で
は
。

朝
か
ら
晩
ま
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｉ
Ｐ
Ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
皆
一
緒

に
動
く
こ
と
が
多
い
。
口
頭
発
表
会
場
は

一
つ
の
み
。
皆
が
集
い
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

で
も
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
簡
潔
な
口
頭
発

表
を
し
て
質
疑
応
答
が
あ
る
。
ま
た
、
登

録
費
に
は
食
事
の
多
く
や
ツ
ア
ー
代
金
が

含
ま
れ
て
い
る
。
初
日
は
理
事
会
と
受
け

付
け
、
夜
は
立
食
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ

ィ
ー
。
実
質
的
に
学
会
が
始
ま
る
２
日
目

以
降
は
、
昼
食
は
す
べ
て
込
み
で
、
朝
食

付
き
セ
ミ
ナ
ー
も
２
回
あ
る
。
２
日
目
夜

は
デ
ィ
ナ
ー
込
み
の
、
そ
の
土
地
ら
し
い

趣
向
の
催
し
が
あ
り
、
別
料
金
だ
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
参
加
。
３
日
目
午
後
は
全

員
で
ツ
ア
ー
へ
。
４
日
目
夜
は
バ
ン
ケ
ッ

ト
。
食
事
と
歌
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

フ
ィ
ナ
ー
レ
。
こ
れ
が
恒
例
。

で
は
、
今
回
は
…
。

初
日

受
け
付
け
と

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

学
会
用
バ
ッ
グ
は
、
本
学
会
会
長
の
奥

様
が
執
筆
さ
れ
た
家
庭
料
理
本
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
施
設
「
ロ
ロ
パ
ー
ク
」
の
入
場

券
と
ロ
ゴ
入
り
の
帽
子
付
き
。

海
沿
い
の
ホ
テ
ル
か
ら（
写
真
１
）、
せ

っ
か
く
な
の
で
散
策
へ
。
白
壁
に
オ
レ
ン

ジ
色
の
瓦
屋
根
の
家
々
、
ヤ
シ
の
街
路
樹
、

鮮
や
か
な
花
々
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
３

０
０
０
㍍
級
の
火
山
島
は
坂
が
多
い
。
黒

い
岩
の
峡
谷
や
崖
に
阻
ま
れ
、
近
く
に
見

え
て
も
遠
回
り
。
足
が
痛
い
。

45

写真２ ウエルカムパーティー
マイク脇の本学会会長（左）と新President、
前列右から２人目が前Presidentの先生方

写真３ 食事会場でのセミナー写真５ オプショナルディナーの館



奏
を
楽
し
む（
写
真
５
）。
異
国
情
緒
と
美

味
な
ワ
イ
ン
。
で
も
、
日
本
の
先
生
方
は

時
差
で
眠
そ
う
。

３
日
目

会
議
と食

事
付
き
バ
ス
ツ
ア
ー

朝
食
と
セ
ミ
ナ
ー
。
続
い
て
「
形
態
・

f
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
三
次
元
画

像
解
析
デ
ー
タ
の
比
較
や
再
現
性
、
分
類

法
、
解
析
法
な
ど
の
演
題
が
並
び
、
新
生

Ｉ
Ｐ
Ｓ
を
感
じ
る
。A

ulhorn
レ
ク
チ
ャ

ー
は
、Jose

Luis
G
onzalez

M
ora

先

生
に
よ
る
「
耳
で
見
る：

聴
覚
を
代
用
し

た
視
野
の
知
覚
」
を
拝
聴
。
日
本
で
は
触

覚
を
代
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て

い
る
。
障
害
の
重
い
患
者
さ
ん
へ
の
情
報

と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
。
次
の
「
カ
ナ

リ
ア
大
望
遠
鏡
」
の
講
演
は
、
２
０
０
９

年
に
完
成
し
た
カ
ナ
リ
ア
諸
島
の
ラ
・
パ

日
も
傾
き
、
送
迎
バ
ス
で
少
し
離
れ
た

海
辺
の
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
へ
。
ギ
タ
ー
演

奏
で
歌
に
興
じ（
写
真
２
）、
戸
外
で
夜
景

を
眺
め
な
が
ら
ス
ナ
ッ
ク
と
ワ
イ
ン
片
手

に
話
に
興
ず
る
。
バ
ス
が
出
る
ま
で
は
帰

れ
な
い
。

２
日
目

終
日
会
議
と

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ィ
ナ
ー

食
事
会
場
で
の
朝
食
と
セ
ミ
ナ
ー
に
始

ま
る（
写
真
３
）。
本
会
議
場
へ
移
動
し
、

学
会
会
長
のM

anuel
G
onzalez

de
la

Rosa

先
生
の
開
会
挨
拶
の
後
、
午
前
中
は

「
構
造
と
機
能
の
関
係
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
二
つ
。
緑
内
障
関
連
の
演
題
が
多
い
が
、

網
膜
前
膜
や
網
膜
色
素
変
性
の
演
題
も
。

そ
の
後
にRichard

Pence
M

ills

先
生
に

よ
る
Ｉ
Ｐ
Ｓ
レ
ク
チ
ャ
ー
「
緑
内
障
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
最
先
端
」
が
あ
り
、
こ
の

日
は
緑
内
障
色
が
強
く
、
昼
食
と
セ
ミ
ナ

ー
後
の
「
視
野
と
視
神
経
乳
頭
所
見
の
進

行
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
緑
内
障
の
進
行
検

出
法
に
関
す
る
演
題
。
次
の
「
動
的
、
瞳

孔
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
動
・
半
自

動
動
的
視
野
測
定
と
瞳
孔
視
野
測
定
の
基

礎
か
ら
臨
床
に
及
ぶ
研
究
報
告
が
並
ん
だ

（
写
真
４
）。

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ィ
ナ
ー
で
は
、
歴
史

的
地
区
を
散
策
し
、
コ
ロ
ニ
ア
ル
様
式
の

館
で
食
事
と
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
演
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ル
マ
島
に
あ
る
世
界
最
大
の
分
割
鏡
（
直

径
10
・
４
㍍
）
を
有
す
る
光
学
望
遠
鏡
の

設
計
に
携
わ
ら
れ
た
物
理
学
者
、P

edro

A
lvarez

先
生
の
お
話
。
か
つ
て
本
学
会

会
長
と
自
動
視
野
計
の
共
同
開
発
も
さ
れ

た
と
か
。
光
学
的
興
味
と
知
的
好
奇
心
を

そ
そ
ら
れ
る
。

午
後
は
、
人
気
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食

と
テ
イ
デ
国
立
公
園
と
天
文
台
を
巡
る
バ

ス
ツ
ア
ー
。
昼
食
で
は
大
き
な
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ケ

ー
キ
が（
写
真
６
）。
フ
ル
ー
ツ
を
赤
ワ
イ

ン
で
割
っ
た
サ
ン
グ
リ
ア
は
本
場
で
は
普

段
の
飲
み
物
。
と
て
も
飲
み
や
す
く
て
…
、

注
意
、
注
意
。
テ
イ
デ
国
立
公
園
は
世
界

自
然
遺
産
の
一
つ
。
海
岸
か
ら
50
㌔
足
ら

ず
で
２
０
０
０
㍍
の
山
腹
に
。
欧
州
各
国

の
天
文
台
が
並
ぶ
。
海
辺
は
温
暖
で
も
、

山
に
登
れ
ば
寒
い
。
美
し
く
も
荒
涼
と
し

た
風
景
を
眺
め
、
ロ
ッ
ジ
で
お
茶
を
頂
き
、

散
策（
写
真
７
）。
空
気
が
澄
み
、
夕
焼
け

と
天
上
の
月
が
美
し
い
。

最
終
日

終
日
会
議
、

そ
し
て
バ
ン
ケ
ッ
ト

と
う
と
う
最
終
日
。
初
め
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
角
膜
・
網
膜
・
そ
の
他
」
で
、
角

膜（
!?
）の
演
題
は
糖
尿
病
末
梢
神
経
症
の

指
標
に
角
膜
内
神
経
叢
の
構
造
（
Ｈ
Ｒ
Ｔ

を
用
い
た
画
像
）
と
機
能（
知
覚
）検
査
が

使
え
る
と
い
う
も
の
。
画
像
の
切
り
口
か

ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
が
扱
う
テ
ー
マ
は
今
後
、
ど

こ
ま
で
広
が
る（
広
げ
よ
う
と
す
る
）の
か
。

そ
の
後
の
演
題
は
三
つ
の
「
視
野
デ
ー
タ

の
評
価
」
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
め
、
視
野

の
演
題
が
並
び
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ
ら
し
く
閉
会
へ
。

こ
の
日
は
昼
食
前
に
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
あ
っ
た
。V

ice
President

の

松
本
長
太
教
授
が
日
本
視
野
研
究
会
の
前

会
長
で
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
名
誉
教
授

で
あ
ら
れ
た
故
北
原
健
二
先
生
を
偲
ぶ
ス

ピ
ー
チ
を
さ
れ（
写
真
８
）、
全
員
で
黙
祷

を
捧
げ
た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
新

た
なPresident

にC
hris

Johnson

先

生
が
選
ば
れ
、
次
回
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
開
催
が
決
　

定
し
た
。
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Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
バ
ン
ケ
ッ
ト
で
終

わ
る
。
食
事
と
、
各
国
参
加
者

が
自
国
の
歌
を
歌
い
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
繰
り
広
げ
る
。
今

回
の
日
本
の
出
し
物
は「
書
道
」

で
あ
る
。
こ
れ
が
済
ま
な
い
と

近
畿
大
学
視
野
研
究
室
の
仕
事

は
終
わ
ら
な
い
。
筆
で「
視
野
」

と
書
い
て
手
本
を
示
し
、
文
字

の
意
味
を
説
明
す
る
。
羽
織
に

た
す
き
掛
け
姿
の
会
長
ら
に
書

い
て
い
た
だ
き
、
添
削
（
写
真

９
）。
今
回
も
、
し
っ
か
り
受

け
た
。
最
終
組
は
ホ
ス
ト
国
の

ス
ペ
イ
ン
。
カ
ー
ニ
バ
ル
装
束

で
の
歌
の
後
に
楽
隊
が
入
り
、

皆
で
ダ
ン
ス（
写
真
10
）。
最
高

潮
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

次
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
！

皆
様
！
　
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、
今
や
視
野
だ
け

の
学
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
視
野
な
ら
、

基
礎
は
も
と
よ
り
、
臨
床
な
ら
ば
緑
内
障

の
み
な
ら
ず
網
膜
や
神
経
眼
科
疾
患
ま
で

幅
広
く
、
画
像
か
ら
な
ら
、
対
象
は
よ
り

広
範
囲
か
も
。

次
回
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
は
、
２
０
１
２
年
１
月

22
日
か
ら
25
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

メ
ル
ボ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
半
年
前

に
は
抄
録
の
ご
用
意
を
！
　
そ
し
て
、
ぜ

ひ
ご
一
緒
に
！
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